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メキシコ・チアパス自治
大学への派遣

南郷晃子

私自身について

• 所属：国際文化学研究科国際文化学研究推進セン
ター

• 身分：学術研究員、非常勤、単年度更新

• 専門：説話文学

• 同居する家族
：夫、子供3人（派遣時点では全員小学生）

派遣場所、期間
• 派遣場所
メキシコ、チアパス自治大学先住民研究所

・協力研究者
Gracia Imberton Deneke
（Universidad Autónoma de Chiapas, Instituto de Estudios
Indígenas）

・派遣期間
2019年1月27日から2019年4月4日
（3月31日までだったのを急病のため急遽変更）

共同研究テーマ

• 内側から「驚異」はいかに表象されるのかーキリスト
教宣教師をめぐる日本とチアパスの「異人」伝承

• How represent the “wonder” by inside? ;The folktale 
of “Ijin” in Japan and Chiapas relating encounter 
with Christian missionaries
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経緯
2018年11月30日
チアパス自治大学との合同
ワークショップに参加。

→プロジェクトにおける共同
研究者となるグラシア・イン
ベルトン教授、その後研究上
の交流が続くホセルイス・エ
スカローナ教授と出会う。

ワークショップにおける発表
• タイトル：The Notion of “Ijin” during Edo Period ；

Missionaries in Japanese Folktales

渡航の決定、手続き

調整
・非常勤
・子ども関係

予想外の出費
・海外旅行保険
・予防接種

・協力者を作る。
・「外側から」見る。

目標
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研究協力者の広がり
Pedoro Pitarch
（Universidad Complutense de Madrid・
教授 ）

鋤柄 史子
（チアパス自治大学先住民研究所・研究
員）

ホセ・ルイス・エスカローナ
（メキシコ社会人類学高等研究院・教授）

帰国後の関連活動

• エストニア文学館におけるInternational Association 
for Comparative Mythologyでの発表。

• 国際文化学研究推進センター研究プロジェクト「キリ
スト者の「発見」をめぐる言説の検証ー近代以降期の
「他」の読み替えー」 」の研究代表

• 国際文化学研究科共催国際シンポジウムの企画、登壇
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